
政
令
第
百
四
十
七
号

総
務
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
四
項
及
び
第
二
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

総
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
第
三
十
号
を
第
三
十
一
号
と
し
、
第
二
十
九
号
を
第
三
十
号
と
し
、
第
二
十
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
九

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第

二
十
七
号
。
以
下
「
番
号
利
用
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
（
番
号
利
用
法
第
二
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
第
二
十
六
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
第
一
項
第
十
三
号
中
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
十
七
条
第
四
号
に
お
い
て
「
番
号
利
用
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
番

号
利
用
法
」
に
、
「
。
同
号
」
を
「
。
第
四
十
七
条
第
四
号
」
に
改
め
る
。



第
十
九
条
第
一
項
中
「
十
人
」
を
「
九
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
大
臣
官
房
に
置
く
」
を
削
る
。

第
二
十
条
の
見
出
し
を
「
（
大
臣
官
房
に
置
く
課
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
五
課
」
の
下
に
「
及
び
参
事
官
一
人
」
を
加

え
る
。

第
二
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
参
事
官
の
職
務
）

第
二
十
六
条

参
事
官
は
、
番
号
利
用
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
り
、
又
は
命
を
受
け
て
、
総
務
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
特
定
事
項
に
つ
い
て
の
企
画

及
び
立
案
に
参
画
す
る
。

附
則
第
八
条
中
「
第
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
」
に
改
め
、
「
の
う
ち
一
人
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
二
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
五
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



理

由

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
大
臣
官
房

の
所
掌
事
務
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
大
臣
官
房
に
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
事
務
を

つ
か
さ
ど
り
、
又
は
命
を
受
け
て
、
総
務
省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
特
定
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
す
る
参
事

官
を
設
置
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


